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研究成果の概要（和文）：本研究は，国家変容という時間軸における言語意識・言語問題・言語

政策の諸相を，ハンガリーをモデルに検証した。支配と被支配，植民地的拡張と国土分断とい

った複雑な国家変容を経験したハンガリーは，国家と民族が対峙しうる多くの問題を内包して

いる。それら諸問題を，国家における言語政策といったマクロ的視点からのアプローチと，文

学・文化活動を通した国民意識の醸成といったミクロ的視点の双方から分析し，国家・民族と

言語問題の一般性を検証した。 

 
研究成果の概要（英文）：The present study deals with problems of state and national 
languages in the course of the transition of nation. The main subject is Hungary in the 
modern period --from the late 18th century to the present--, which is characterized by 
such national problems as ruling-ruled relation, national expansion, diaspora and 
minority problems. These problems are analyzed by both macro views as nation and 
language policy and micro views as growing of national consciousness in literary 
works and literary movements. 
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ハンガリーを含めた中東欧諸国の言語民

族問題においては，特に 1989 年の体制転換

後の数十年に目覚ましい研究成果を出して

きた。社会言語学的には多言語言語使用の実

態解明，歴史学では近代国民創造のツールと

しての言語問題や多民族国家における多言

語多文化共存の知恵を再検証しようとする

試みであり，それは現代の言語政策研究に深

い示唆を与えるものである。 

本研究はそのような学術的背景を近現代

を貫く通時的現象として整理し，「国家の変

容と言語問題のありかた」をテーマに研究方

法を組み直したものといってよい。ハンガリ

ーをモデルケースとしながら，国家形態の複

雑な変容とそれに影響される言語問題の諸

相をより一般的枠組みで明らかにできるも

のと考えた。 

 

 

２．研究の目的 

 

(1)近代から現代にかけてのハンガリーの「国

家変容」を①国民概念の萌芽期，②国民国家

形成期，③植民地的拡張期，④ディアスポラ

期の４段階と捉え，それぞれの時代に民族言

語問題がどのような具体的問題を抱えその

解決を探ったかを解明することが目的であ

る。以下に時代区分とその特徴的な問題を略

述する。 

①国民概念の萌芽期 

いわゆる「啓蒙期」とよばれる 18 世紀末か

ら 19 世紀初頭で，文化的ナショナリズムの

興隆，近代ハンガリー文学の開花期。民族語

復興運動の中心として言語改革運動が展開

する。 

②国民国家形成期 

1830 年代から 1848 年革命に至る，いわゆる

「改革期(reformkor)」（ドイツでいう「3 月

前期」に相当）で，政治的ナショナリズムの

強化とともに，民族語による演劇や出版活動

の本格化が見られる。 

③植民地的拡張期 

19 世紀後半のハプスブルク帝国がアウスグ

ライヒによりオーストリア＝ハンガリー二

重君主国となった時期で，ハンガリー王国が

一定の自治を獲得したと同時に，国内の少数

民族に対して「ハンガリー化」を求める政策

が強化される時期。 

④ディアスポラ期 

第 1 次世界大戦につづく帝国の崩壊，および

後継の新興国民国家の誕生。ハンガリーにお

いては「国土分断」による逆転現象，すなわ

ちハンガリー人のマイノリティー化が発生

する時代。バイリンガリズム，母語の維持，

国家間関係と言語政策・言語法が主たるテー

マとなる。 

 

(2)以上のように，被支配民族であると同時に

支配民族であった近代，そして国土の分断と

民族離散による少数民族問題に直面する現

代といったように，近現代におけるハンガリ

ーの複雑な国家変容は，国家と民族が対峙し

うるさまざまな性質の問題を内包し，普遍

的・モデル的研究となりうる条件を満たして

いると考えられる。近現代ハンガリーにおけ

る言語問題のあり方を検証し一般化するこ

とで，国家のあり方と民族言語をめぐる諸問

題の解明やその解決に寄与することを目的

に設定した。 

 

 

３．研究の方法 

研究の方法としては，国家における言語政



 

 

策といったマクロ的視点からのアプローチ

と，文学・文化活動を通した国民意識の醸成

といったミクロ的視点の双方から問題を扱

った。 

 

(1)マクロ的（国家政策的）な観点からは，①

近代前期のハプスブルク多民族国家の言

語・教育政策の移り変わり，②近代後期の二

重君主国時代におけるハンガリー王国内の

ハンガリー化政策，③トリアノン以降現代に

至るまで未解決のスロヴァキア・ハンガリー

問題を言語法をめぐる問題意識から分析す

る，といったことが主なテーマとなった。 

 

① ハプスブルク期の言語政策 

近代初期までは聖書の翻訳や啓蒙的教養

書という媒体を通して，知識人たちが民衆の

母語に関心を示し，それが宗教・教育・文化

活動において社会階層の違いを超えて浸透

していった。その「民衆の母語」には民衆に

よりよく理解されるための便宜という意味

合い以上のものはなかったが，18 世紀末から

ナショナリズムが活発化すると，徐々に「民

衆の母語」は「民族の言語」となり，その近

代化・標準化・使用域の拡大を通して，民族

は顕在化し確立されていく。それは，民族的

自治の拡大，ひいては国民国家化をめざす政

治運動の高まりと並行する。そして，知識人

たちは，かつてのような多言語的文化の担い

手ではなく，各々が 1 言語を背負う「民族の

代表者」の役割を持つようになるとともに，

しだいに民族語間の排他的な衝突が生まれ

るようになった。 

 
② 二重君主国時代の言語政策 

1848 年革命の失敗とバッハ体制期の抑圧

的な政治状況のなかで，民族語運動は一時期

大きく後退するが、それは独立国家を標榜し

たハンガリー人だけでなく，オーストリア・

スラヴ主義を選んだスラヴ人たちも同様の

状況にあった。1867 年のアウスグライヒに

より，ハンガリー人は一定の地域的自治を保

障されたが，他の諸民族にはその権利が与え

られず，スラヴ人が描いた連邦構想はむしろ

ハンガリー・ナショナリズムの犠牲となった。

この結果，とくに厳しい状況に置かれたのは

ハンガリー王国内の諸民族だった。19 世紀末

にいたる強力なハンガリー化政策は，二重君

主国下でのハンガリーの威信の誇示，王国の

国制の堅持という「上からの力」であると同

時に，経済発展とともにハンガリー化する市

民社会におけるハンガリー語の優位性は「横

へ広がる力」として地方にも波及した。 

 
③ トリアノン以降の言語問題 

スロバキアの新言語法（2009 年 9 月施行）

に焦点を当て，その内容と国内少数民族の言

語権への影響，またそれをめぐる国際社会の

関与について検証すると同時に，本言語法を

EU 諸国の他の言語法と比較検討することで，

本言語法のもつ性格を明らかにした。その結

果，近代以降の国家形成の歴史的経緯が，言

語法の性格に少なからぬ影響を与えるとい

うことがわかった。すなわち，被支配民族の

歴史を克服して新興国家を形成した民族は，

自らの「国語」の保護・育成に重きを置くあ

まり，国内の少数言語の使用権が十分に保障

されない事態がおこりやすいということで

ある。そのような状況は，かつての支配民族

が国内で少数民族としての逆転した位置に

置かれている場合，またその少数民族が多数

派を形成する国家が隣接する場合に顕著に

あらわれる。「国語」の擁護・育成と少数言



 

 

語の権利保障の両者を同等に重視しつつ，そ

のバランスに対して細心の注意を払うこと，

それに対して国際組織が十分に監視機能を

果たすことが求められる。以上のように，ハ

ンガリー人マイノリティーのケースをモデ

ルとして，国家の変容と民族問題の普遍性の

一片を解明することができた。 

 

(2)ミクロ的観点からは，文学作品や民族文化

運動の興隆を通して，近代市民階級の国民意

識の醸成を分析した。特に，①近代前期にお

ける文学ジャンルとテーマの変遷，その近代

都市の成長との関係，②文学の中のハンガリ

ー人像という表象の変化，③文学の歴史性と

民衆性，といったテーマを設定し，具体的な

作品や定期刊行誌および文学運動の展開を

検証した。 

近代ハンガリー文学では，主な関心は「歴

史」と「民衆」に集約される。国民の歴史を

創造することは，近代民族の存在要件ともい

えるものであったが，文学の中でもそれは

「国民的叙事詩」の創作となって改革期ハン

ガリーで盛んに顕れた。叙事詩のテーマは民

族の想像的起源である神話やハンガリー民

族のカルパチア盆地定住，また中世の王侯貴

族の悲劇的事件などが好んで扱われた。その

作品群は過去を舞台として文体は古典的で

あり，悲劇性が高尚とされた。歴史叙事詩は

民族的威信を裏付けるもので，国民を啓蒙す

る使命を負った。 

一方，「民衆」への関心は啓蒙主義ととも

に外国（主にドイツ・フランス）からの影響

として始まる。民謡の収集や民衆言語への関

心は，近代市民階級の成長によって定期刊行

誌や劇場，文化団体の活動が主たる媒体とな

って高まった。改革期の文学では，歴史的（悲

劇）叙事詩は徐々に影をひそめ，純朴で快活

な「空想的民衆」が次々と生み出された。踊

りや音楽など大衆的娯楽要素がふんだんに

使われるようになったのもこの時期だった。

以上のように近代文学における民族的理想

像は，悲劇の王侯貴族から素朴な民衆（＝農

民）へと姿を変えていった。それは，民族意

識の萌芽期から国民国家形成期に向けて，市

民階級の急激な成長（経済的成長・教育と娯

楽の普及）と密接に結びついていたことがわ

かった。 

 

４．研究成果 

本研究は近現代の国家変容という時間軸

を前提に，その中での言語意識・言語問題・

言語政策の諸相を，国家政策的マクロ視点と

個々の文学作品や文学運動といったミクロ

視点の双方から解明し，その全貌を明らかに

しようとするものだった。扱った問題は多岐

にわたり，そのテーマやレベルもさまざまで，

学問的領域も文学と言語学の両方にわたっ

た。短期間で全体的統一感のある成果を出す

ことは難しく，どちらかといえば個別問題の

検証と論考の積み重ねの様を呈したことは

否めない。しかし，これは問題設定と研究方

法の性質上やむをえないといえよう。 

今後は，ハンガリーの近現代における民族

言語問題に関して，さらなる個別的テーマの

研究を重ね，言語運動と文学運動の諸相を国

家変容の文脈の中で分析し，長期的にはその

全貌を提示すると同時に，多様な国家と民族

言語問題の普遍的なあり方の解明に結び付

けたい。 
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